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チーム紹介
コンサル・マネージャー・現場の目線を持ち寄り、多角的な視点で補い合うチームです

T先生
この4人の師匠

現場目線

飯沼 真一
テストエンジニア／発起人

コンサル目線

佐藤 友哉
QAコンサルタント

現場目線

皆川 夏実
テストエンジニア

マネージャー目線

上田 和樹
テストマネージャー

■ AGEST T先生の門下生で結成。部署もキャリアも役割もバラバラ

■ 同じ成果物を、違う目線で作る・見る ― それがこのチームの強み

色々な視点から、みんなで成果物を作り上げていくのですね
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テスト設計のコンセプトと、それを支える4つの柱
目的（Why）・構造（What）・手段（How）・体制（Who）の4本で組み立て

リソース制約を理由に、妥協しない。AIで理想を実装する。
“あるべき姿”の品質保証

Why
柱1

ビジネスに
コミットするテスト

ビジネス要求分析を起点に、
すべてのテストをビジネス価
値へ遡及可能にする

→ 3章 現状分析 ／ 4章 要求分析

What
柱2

発散と集約の
テストアーキテクチャ

対象軸×条件軸で発散させ、
テストタイプ×リスク度×環
境で集約する

→ 5章 アーキ設計 ／ 6章 設計・実装

How
柱3

モデル化された
完全トレーサビリティ

全成果物を概念データモデル
で連結し、変更影響の特定と
資産の再利用を可能にする

→ 7章 一貫性 ／ 8章 品質保証

Who
柱4

AIで実現する
理想のテスト体制

専門視点のAIペルソナのレビ
ューで、人員制約に縛られな
い体制を実装する

→ 8章 品質保証と継続的運用

AI ― 人的コスト・工数の限界を引き受ける
出所: 成果物1 1.1 あるべき姿と本設計の立場 ／ 1.2 4つの柱
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テスト設計ドキュメントの全体像
成果物概観（概念データモデル）の関連は全て1:Nとなる

001
現状分析

ビジネス要求一覧 BR

ユースケース記述 UC

システム機能一覧 機能ID

環境定義 ENV

002
テスト要求分析

テスト要求定義 TRA

リスク分析 RSK

003
アーキテクチャ設計

テスト要求具体化 TIT

テストアイテム TIT

テストコンテナ定義 TAD

004
テスト設計

テスト設計 TCD

005
テスト実装

テストケース TSU/TCS

999
品質基盤

トレーサビリティマトリクス
全成果物の関連を1枚で保持

レビュー体制・レビュー表
人4人＋AIペルソナ19体の指摘と対応

変更管理プロセス
仕様変更時の影響特定と再実行

関連はすべて1 対 N。どの成果物からでも上流と下流を辿れるのですね

※ 矢印は概念データモデルの関連（1 側 → N 側）。999 は全成果物を横断 出所: 成果物2 000_成果物概観
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柱1 Why ｜ 高い品質とは、顧客のビジネスが成功すること
テスト設計を「ビジネス要求」から始め、すべてのテストをビジネス価値へ直結させる

テストは「不具合がない」「使いやすい」だけではない。
製品品質も利用時品質も、顧客のビジネス成功にコミットするためである。

課題

ゲート処理の滞留
重複販売のリスク

施策

入場制限の緩和
Web事前販売

ビジネスゴール

顧客満足／収益
補助金の獲得

成功の6つの鍵

Key①〜⑥

ビジネス要求

BR01〜BR09

■ 9件のビジネス要求（BR）が、すべてのテストの根になっている

■ だからどのテストケースも「なぜやるのか」に必ず答えられる

品質の合否を、ビジネスの言葉で語れる。これが本質ですね

出所: 成果物1 柱1（Why）／ 成果物2 001 現状分析 ビジネス要求
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柱2 What ｜ 発散と集約のテストアーキテクチャ
いったん増やして、そのあと絞ることにより網羅性を維持して具体化する

テスト要求
TRA｜全29件

002_テスト要求定義

テストアイテム
TIT｜全133件
003_テストアイテム

テストコンテナ
TAD｜全22件

003_テストコンテナ定義発散
対象軸 × 条件軸

1 つ → n 個（1 : n）

集約
タイプ × リスク度 × 環境

n 個 → 1 つ（n : 1）

TRA01
予約購入〜入場のE2E

TRA03
時間枠の重複販売防止

TIT001 Web予約→発券→入場

TIT002 決済失敗のロールバック

TIT003 在庫切れのエラー案内

TIT029 同時購入の排他制御

TIT030 残数マイナスの防止

TIT031 残数1に2件同時購入

TAD03
システムテスト E2E

TAD04
Web購入・排他制御

TAD09
システム統合テスト

増やしてから絞る。別の要求から出たアイテムが同じコンテナに入るのですね

※ ノードは実データからの実例。見出しの下は出所ファイル（総数は見出し）

例
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柱3 How ｜ 鉄壁のトレーサビリティを、ID体系で担保する
上流のビジネス要求から最下流のテストデータまでトレーサビリティで双方向で辿れる

BR
ビジネス要求

UC
ユースケース

TRA / RSK
テスト要求・リスク

TIT
テストアイテム

TAD
テストコンテナ

TCD
テスト条件

TSU / TCS
スイート・ケース

■ 参照は上流 → 下流の一方向だけ（前方参照禁止のレイヤ規律）
層の逆流による循環参照が起きないので、変更影響を機械的に追跡できる

■ どの層にも未参照・未被覆のIDが1件もない
テスト条件は1件も落とさず、実行できる単位のテストケースへ束ねている

■ どのIDも語源と作成工程まで定義（表2 ID体系凡例）
BR=Business Requirement／TIT=Test ITem … 略号の意味が読み手に閉じている

出所: 成果物1 2.4 ID体系と本書の読み方（表2）／ 7.2 カバレッジ
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柱4 Who ｜ AIを“同僚”として体制に組み込む
AIで人間の限界を取り払い、その上で人間のレビューを必須としてAIと協働していく

これまで 人間だけでは時間・リソース・体力に限界がある
AIで その限界が取っ払われた

ただし AIだけには頼らない。ヒューマン・イン・ザ・ループは必須
だから AIをチームメンバー＝同僚として体制に組み込む

出所: 成果物1 柱4（Who）／ 8.1 レビュー体制（表12 計19体）
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テスト設計成果のまとめ
構造的に一貫した多くの成果物を作成。

001
現状分析

002
テスト要求分析

003
アーキテクチャ設計

004
テスト設計

005
テスト実装

999
品質基盤

トレーサビリティマトリクス
全133行を1枚で連結保持

レビュー体制・レビュー表
AIペルソナ19体・指摘70件

変更管理プロセス
変更影響の特定と再実行

どこで変更が発生しても影響範囲をトレース可能ですね

※ ID数は最新の成果物に基づく（トレーサビリティマトリクスと一致） 出所: 成果物2 全成果物

ビジネス要求一覧
BR 9

ユースケース記述
UC 18

システム機能一覧
機能ID 66

環境定義
ENV 6

テスト要求定義
TRA 29

リスク分析
RSK 38

テストアイテム
TIT 133

テストコンテナ定義
TAD 22

テスト設計
TCD 390

テストスイート
TSU 47

テストケース
TCS 307
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テストタイプ × リスク度別 ― コンテナ数・ケース数
テストボリュームをテストタイプ×リスクごとに定量化可能。

各セル：テストコンテナ数（TAD）／テストケース数（TCS））

出所: 成果物2 999 トレーサビリティマトリクス（TAD22・TCS307）
リスクに応じた優先度やスコープの判断ができますね

テストタイプ
リスク度 高 リスク度 中 リスク度 低 合計

コンテナ ケース コンテナ ケース コンテナ ケース コンテナ ケース

01 ハードウェア ― ― 1 31 1 30 2 61

02 機能（システムテスト） 2 106 2 25 2 24 6 155

03 機能（システム統合テスト） 2 28 1 17 1 8 4 53

04 非機能 2 18 3 5 ― ― 5 23

05 運用 1 6 1 3 1 6 3 15

合計 7 158 8 81 5 68 20 307
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表層的なソフトウェアテスト技法の適用では終わらせない。
事業の成功にコミットするため、ソフトウェア・ハードウェア・実人流に踏み込む。

動物園の“現場”に効く品質保証を実装する

ソフトウェア 予約購入〜発券〜入場のE2E、残数の排他制御、システム境界を跨ぐ連携まで、
テスト技法で網羅的に検証する。

ハードウェア 増設ゲート・新設ハブの実機で、起動・電源断からの復帰、
物理機構（QR読取／扉／LED／ブザー）の点検、ファーム動作・更新までを検証。

実人流 密回避の生命線＝入場ピーク。負荷ツールに加え、本番相当を目指してアルバイトを
動員した“実人流”テストの提案にまで踏み込む。

出所: 成果物1 柱1（Why）・6.3.1 ハードウェアテスト・6.3.4 非機能テスト ／ 成果物2 003 コンテナ定義（実機ENV04・実人流）

事業者、運用スタッフ、そして来園者のためのテストですね。
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2026年8月31日時点での課題
一部のテストケースに抽象的な記述があり、設計者と実施者が異なると解釈にばらつきが
生じる可能性があるため、記述の具体化に改善余地がある。

出所: 成果物2 999 QA運営基盤 レビュー表 指摘No66

ここで終わりではありません。
予選を突破できたら、さらに磨き込み、より良いものをお届けします！

具体的で良い例 抽象的で改善余地がある例



SAVE the DIGITAL WORLD
先端品質テクノロジーで

「不確実性が高い時代のモノづくり」
お客様の品質課題を解決します

「品質」や「テスト」に関するお悩みは、
お気軽にご相談ください。

https://agest.co.jp/

エンジニアリングを進化させる品質メディア

https://sqripts.com/

https://agest.co.jp/
https://sqripts.com/
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